した ほか は、 馬の 嘶く 声 さえ 聞えない。 その 中で、 ど 

ことなく、 枯れた 木の葉の 匂が する。 

「しかしです。」 呂馬通 は 一 同の 顔 を 見廻して、 さも 「し 

かし」 らしく、 眼ば たきを 一 つした。 

「しかし、 英雄の 器じゃありません。 その 証拠 は、 や 

はり 今日の 戦です な。 烏 江に 追い つめられた 時の 楚の 

軍 は、 たった 二十 八騎 です。 雲霞の ような 味方の 大軍 

に対して、 戦った 所が、 仕方はありません。 それに、 

ていちょう こ-つとう 

烏 江の 亭長 は、 わざわざ 迎えに 出て、 江 東へ 舟で 渡 そ 

うと 云った そうですな。 もし 項 羽に 英雄の 器が あれば、 

けんどちょうらい 

始を 含んでも、 烏 江 を 渡る です。 そうして 捲土重来す 



前で 『項 羽 を 亡す もの は 天 だ。 人力の 不足で はない。 

さんど 

その 証拠に は、 これ だけの 軍勢で、 必ず 漢の軍 を 三度 

破って 見せる』 と 云った そうです。 そうして、 実際 三 

度 どころ か、 九 度 も 戦って 勝って いるです。 私に 云わ 

ひきよ-つ 

せる と、 それが 卑怯 だと 思う のですな、 自分の 失敗 を 

天に かずけ る —— 天 こそい い 迷惑です。 それ も 烏 江 を 

きゅうごう ちゅうげん 

渡って、 江 東の 健児 を 糾合 して、 再び 中原 の 鹿 を 争つ 

た 後でなら、 仕方がないで すよ。 が、 そうじゃない。 

立派に 生きられる 所 を、 死んで いるです。 私が 項 羽 を 

英雄の 器で ない とする の は、 勘定に 暗かった からば か 

りではないです。 一 切 を 天命で ごまかそう とする 



それが いかんで すな。 英雄と 云う もの は、 そんな もの 

しょ-つじよ-つし よ-つ 

じ やない と 思う です。 蕭 丞 相の ような 学者 は、 ど 

う 云われる か 知らんで すが。」 

呂馬通 は、 得意そう に 左右 を 顧みながら、 しばらく 

口 をと ざした。 彼の 論議が、 もっとも だと 思われた の 

であろう。 一 同 は 互に 軽い 頷き を 交しながら、 満足 そ 

うに 黙って いる。 すると、 その 中で、 鼻の 高い 顔 だけ 

が、 思いがけなく、 一 種の 感動 を、 眼の 中に 現した。 

黒い 瞳が、 熱 を 持った ように、 かがやいて 来たので あ 

る。 

「そうかね。 項 羽 はそんな 事 を 云った かね。」 



二 14 つたそう です。」 

呂馬通 は、 長い 顔 を 上下に、 大きく 動かした。 

「弱い じ やないで すか。 いや、 少く とも 男らしくない 

じ やないで すか。 英雄と 云う もの は、 天と 戦う もの だ 

ろうと 思う です が。」 

「そうさ。」 

「天命 を 知っても 尚、 戦う もの だろうと 思う です が。」 

「そうさ。」 

「すると 項 羽 は 」 

劉 邦 は 鋭い 眼光 を あげて、 じっと 秋 を またたいて 

いる 燈 火の 光 を 見た。 そうして、 半ば 独り言の ように、 
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